
あるクエーカー教徒の日記

John Bowne と信仰の自由について

水野尚之

新大陸に移住したヨーロッパ人たちは,それぞれが信仰する宗教ゆえにさま

ざまな困難に直面したが,そのなかでもクエーカー教徒たちがこうむった試練

は特筆すべきものであった。この論文は,ニューヨークがまだニューアムステ

JL/ダム(NewAmsterdam)と呼ばれていた時代に,ひとりのクエーカー教徒

が記した克明な日記を精読することを通して,この人物が守ったと称えられて

いる「信仰の自由」を時代のコンテクストの中で検証することを目的とする。

NewEnglandにおいて,支配的立場にあったピューリタンがクエーカー教

徒をいかに迫害したかは,NathanielHawthorneの作品にも詳しく描かれて

いる。先祖がクエーカー教徒に対して行なった弾圧1)についてのHawthorne

の罪の意識が大きく反映しているといわれる短編"TheGentleBoy''(初出

1832年)は,次のように書きはじめられている。

Inthecourseoftheyear1656,SeVeralofthepeoplecal1ed

Quakers,led,aStheyprofessed,bytheinwardmovementofthespir,

it,madetheirappearanceinNewEngland.Theirreputation,aShold-

ersofmysticandperniciousprinciples,havingspreadbeforethem,

thePuritansearlyendeavoredtobanish,andtopreventthefurther

intrusionoftherisingsect.Butthemeasuresbywhichitwasin-

tendedtopurgethelandofheresy,thoughmorethansufficiently
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vigorous,Wereentirelyunsuccessful.TheQuakers,eSteemingper-

secutionasadivinecalltothepostofdanger,laidclaimtoaholy

courage,unknowntothePuritansthemselves,Whohadshunnedthe

cross,byprovidingforthepeaceableexerciseoftheirreligionina

distantwilderness.Thoughitwasthesingularfact,thateverynation

Oftheearthrejectedthewanderingenthusiastswhopractisedpeace

towardsallmen,theplaceofgreatestuneasinessandperil,and

thereforeintheireyesthemosteligible,WaStheprovinceofMassa-

chusettsBay.2)

1645年GeorgeFox(1624-91)によってはじめられ,その後イングランド

国内で急速に勢力を拡大した教義を奉じるクエーカー教徒の集団(Friendsof

Truth後にはSocietyofFriends)は,1656年マサチューセッツ湾植民地に

上陸している。その植民地においてすでに支配的立場にあったピューリタンた

ちは,「生けるキリストの内なる光」の導きのみを信じてピューリタンの教会

や権威を否定するこの信仰集団に対して警戒を強め,その勢力を弱めるべく,

罰金,投獄,鞭打ちなどといったさまざまな手段を講じた。しかしいっこうに

衰えないこの宗派に対して,1658年には極刑をもってのぞむ法案が可決され

た。そして翌年10月には,ピューリタンたちに説教をすることを強硬に主張

した二人のクエーカー教徒がボストン広場で絞首刑となるという事態にまで至

っている。"TheGentleBoy"に登場する少年Ilbrahimの父の死は,この絞

首刑を指すものと考えられている。またこの作品でも言及されているように,

1660年には女性のクエーカー教徒もボストンで処刑されている。

クエーカー教徒が入植しはじめた当時の事情は,Hawthorneが描いたNew

Englandでも,NewNetherlandの中心地NewAmsterdamでも似たような

ものであったこ遠いといえば,NewEnglandではクエーカー教徒を迫害した

中心人物がJohnEndicottやJohnWinthropといったイギリス総督であった
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のに対し,NewNetherlandでは迫害をオランダ総督が行なったというにす

ぎない。1647年以降NewNetherlandは,第四代オランダ総督Peter

Stuyvesantの統治を受けることになる。牧師の息子として生れた彼は,若く

して軍人となり,ブラジルや西インド諸島に在任中,戦闘で右足を失っている。

「義足のピーター」と呼ばれたこの総督は,次々と住民を抑圧する政策を打ち

出しはじめた。就任早々彼が出した布告は,日曜日の午後2時以前に客を受け

入れたりアルコール類を販売したりすること,また平日でも午後9時以後はア

ルコール類を販売することを禁じるものであり,違反者には土地の没収と6ギ

ルダーの罰金を科するという厳しいものであった。このような布告に見られる

Stuyvesant総督の独裁的な態度は,町を沈滞させただけでなく,さまざまな

反発も招くこととなった。とりわけFlushing3)の住民を怒らせたのは,1657年

の布告-クエーカー教徒を一晩でも泊めた者は罰金を科され,クエーカー教

徒をこの地に運んできた船は没収-であった。彼らは,このような布告に対

して,"FlushingRemonstrance''を総督に差し出すことにした。後の合衆国

憲法に見られる宗教的寛容の精神の基となったといわれるこの歴史的な請願書

は,Flushingの書記官(townclerk)であったEdwardHartが,郡保安官

(sheriff)のTobiasFeakeと相談の上起草したものであった。この請願書は,

クエーカー教徒との交際を禁じた総督の布告の不当性を訴えた上で,次のよう

に結ばれている。

Thereforeifanyofthesesaidpersonscomeinloveuntous,We

cannotinconsciencelayviolenthandsuponthem,butgivethemfree

egresseandregresseuntoourTown,andhouses,aSGodshallper-

Suadeourconsciences.Andinthiswearetruesubjectsbothof

ChurchandState,forweareboundebythelawofGodandmanto

doegooduntoallmenandeviltOnOeman.Andthisisaccordingto

thepatentandcharterofourTowne,givenuntousinthenameof
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theStatesGeneral,Whichwearenotwillingtoinfringe,andviolate,

butshallhouldetoourpatentandshal1remaine,yOurhumblesub-

jects,theinhabitantsofVlishing.4)

文中"thepatentandcharterofourTowne"とあるのは,1645年10月

にオランダ西インド会社(TheDutchWestIndiaCompany)のDirector

GeneralであったWillemKieftが住民に与えた特許状のことと思われる。そ

して1657年12月27日,31人の住民が,この請願書に,文字を書ける者は署

名をし,書けない者はしるLをつけた。(この31人の中にはクエーカー教徒は

いなかったとされている。)この請願書は郡保安官TobiasFeakeによって総

督に届けられたが,これを読んだ総督の怒りはすさまじく,Feakeや起草者

Hartの逮捕ばかりでなく,署名した者全員の投獄と罰金刑を招くこととなっ

た。さらには,総督の布告に従おうとしない者に対しては,6週間以内に財産

を処分し,植民地から去ることが命じられた。

Flushingの町がオランダのこのような支配を受けていた時期に,クエーカ

ー教徒のひとりが克明な日記(カ〟用αJ)を書き残している。この日記は,筆

者のJohnBowneなる人物が,(ユリウス暦の)1649年1月7日5)ボストンの

Mr.Philipに週給5シリングで雇われたという記述から始まる。この人物に

ついてはある程度調べられており,それによると彼は1627年にイングランド

のDerbyshire州Matlockに生れている。そして1649年,JohnBowneは父

Thomas,妹Dorothyとともに新大陸に渡り,ボストンに上陸して仕事を見

つけたのであった。しかしまもなくJohnはボストンでの仕事をやめ,Nan-

tasketからイングランド行きの船にひとりで乗り込んでいる。これは,ひと

つには幼すぎるためにイングランドに残してきた妹Truthに会うためであっ

た。その後Johnはふたたび新大陸に向かうが,彼が最終的に選んだ土地はボ

ストンではなく,オランダの植民地NewNetherlandにあるFlushingであっ

た。JohnBowneがFlushingを定住の地に選んだ理由は明らかではないが,



あるクエーカー教徒の日記 73

この当時のFlushingがイングランド人にとってかならずLも住みやすい土地

ではなかったことだけは確かである。Stuyvesant総督は,イングランド寄り

の活動をしていたという理由でFlushingの保安官JohnUnderhillを追放しよ

うとしていた。また総督は,オランダ新教(theDutchReformed)以外の宗

教活動に関して不寛容であり,Flushingの住民たちとの対立は深まりつつあ

った。ともかくもJohnは,このような情勢のなかで1653年Flushingに土地

を購入して農夫となった。また1656年Johnは,Flushingの保安官William

Hallettと,地元では有名な"free-thinker"だったElizabethという夫妻の養

女HannahFekeと結婚する。Johnの日記にはふたりの結婚生活に関する記

述はほとんど見当たらず,その後ふたりの間に四男六女が生れた事実のみが

淡々と記されている。6)

この日記が当時のNewNetherlandについての重要な資料となっている理

由のひとつは,クエーカー教徒に対する弾圧の模様が生々しく描かれているか

らであるが,筆者であるJohrlBowneとクエーカー教徒とのそもそもの接点

はかならずLも明確ではない。先にクエーカーに改宗したのは妻Hannahの

方で,Johnは森の中で行なわれていたクエーカー教徒の集まりに好奇心から

参加したらしい,という推測もなされている7)が定かではない。JohnBowne

がクエーカーに改宗した時期を推察させる根拠としては,彼の日付の書き方が

ある。1658年10月までは「月」の名前が書かれている-10月をOctober

と書く-のに対して,1660年11月以降は,クエーカー式の日付-かれら

は「月」の名前を書くことは異教的と考え,数字で書く。10月は10thmonth

-で日記がつけられているのである。、

クエーカー教徒としてのJohnはまもなく受難の時期を迎えることになるが,

それ以前にも彼のまわりで犠牲者が出始めている。妻Hannahの養父Wi1-

1iamHallettは,クエーカーの牧師としてRhodeIslandから赴任してきた

WilliamWickendenなる人物の活動を腎助したという理由で,保安官の職を

解かれ,罰金を科せられる。保安官の後任として赴任したTobiasFeakeも,
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総督PeterStuyvesantの宗教的不寛容を諌めた先述の"FlushingRemon-

strance"を,住民を代表して提出したことにより投獄されてしまう。そして

ついに,総督の弾圧がJohnBowneにおよぶ日が来る。Johnの日記には,出

来事の重要性を考慮してか,この時の様子が克明に記録されている。

intheyeare1662nustilonthefirstdayof7thmonthResoluedthe

scoutCametomyhouseattvlishingwithacompanyofmeenwith

sordsandgonns(whereIwastendingmywifebeingsikeinbedand

myyongestChildsikeinmyarmeswhichwasbothsoeIllthatwee

watchedtooorthreewiththem)heetouldmeeImustgoewithhim

tothegenerallItouldhimmyfamielywasnotinacondishonfor

meetoleuthemheeseadheecouldnothelpethatheemustfolow

hisorderbutwouldnotshowitmee.‥8)

Flushingにおける異教徒の活動を警戒していたStuyvesant総督は,John

Bowneが日曜ごとに自宅(1661年完成。後にはBowneHouseと呼ばれる)

でクエーカー教徒に集会を行なわせている,という内偵者の報告を受け,ただ

ちにJohnの逮捕を命じた。上の引用からは,総督の命を受けた役人(Re-

solvedWaldron)が,銃と剣で武装した部下とともにJohnの家に押しかけて

出頭を命じたこと,また妻Hannahと一番下の子供(生後一年半のMarie)

が病気のためにとても出頭に応じられそうにないとJohnが答えていること,

しかしこの役人はあくまで総督の命令を遂行しようとした(ただし令状は

Johnには見せない)ことが読み取れる。結局Johnは,翌日家族からひとり

引き離されて船でManhattan島に送られ,総督邸の向かいにある拘置所に入

れられる。そして翌日からJohnと総督との緊迫したやりとりが始まるのだが

Johnのクエーカー教徒ゆえのあまりにもかたくなな態度は,彼の日記の読者

をしばしば当惑させる。まず翌日すぐに対面を求めたのはJohnのほうであっ
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た。これに対して,帽子を取るのであれば面会する,という総督からの返事が

伝えられる。権力者に対して脱帽することは,地上では万人は平等であるとす

るクエーカーの教義に反するゆえに,Johnは脱帽を拒否する。これを聞いた

総督は面会を拒否する。Johnの日記には,このやりとりが周りの兵隊たちの

爆笑を招いたことも記されている。("soethesolgersdidbrekeoutinlafter

atitt,"p.20)

翌日Johnは総督の前に引き出され,総督の部下によって,拒否する前に帽

子を脱がされてしまう。尋問においてJohnは,クエーカー教徒の集会を自宅

で行なっていた事実については,それが「異教徒,詐欺者,誘惑者」

("heriticksdecuerssedusers,"p.209))の集会という表現がなされたために,

否定も肯定もせず,ただ家に残された妻と子供たちの窮状を訴えたのみである。

結局Johnに下された判決は,罰金25フランダース・ポンドと裁判費用を支

払うというものだった。10)しかし罪状を否認するJohnが罰金の支払いも拒否

したために,彼は独房に入れられ,食事も粗末なパンと水だけにされる。

Johnの日記からは,Stuyvesant総督がなんとか彼を精神的に屈服させようと,

この後の数ヶ月間様々な試み-牢の鍵をかけない,妻や友人の面会を許可す

る,などの懐柔策や,罰金を支払わない場合は追放するという脅し-をして

いることが分かる。そしてJohnが屈しないと見るや,総督は彼に3日間の外

出許可を与え,このcolonyから退去するならば自由を与えるという条件まで

提示する。Johnが3日間の外出を利用してこのまま逃亡することを総督が密

かに望んでいたことが,日記の次のような文から読み取れる。

Onthe3dayoftheweekebeforemytimewasoutIcameto

monadose[Manhattan]andwentamongstthemarchantsbythe

WeayhouseandStinwickewentwithmeetohishouseandashee

didknockatthedoreresoluedcamebysoStinwickespaketohim

totelthegouernerIwascomeandtoaskehimIfImighthaueto
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beeabrodinthetouneandIspaketohimalsoandheetornedhim-

selfeaboutvponhisheeleandlafedandseemedtobytehistongand

wonderitslikeheethoghtIwouldnothauecomeagene(pp.23-24)

Johnは約束の時間より前に牢に戻り,Stuyvesant総督を驚かせている。そ

して望みどおり彼は翌週中町を歩く自由を与えられるが,その不屈の信仰に対

して総督が下した最終的な決定は,植民地からの追放だった。

逮捕から約3カ月後の12月29日,Johnは停泊中の船に所持品を積み込む

ことを命じられる。Johnの日記には,総督との面会を許可された彼が総督邸

で見たものと,彼自身が要求したことが記されている。

SOeIwenttohishouseandwascaledintoapryvetroumewhere

heewithoneofhiswriterswasawritingtosendforholandandwas

Verybisieasheetouldmee

SoeItouldhimIhardheementtosendmeeawayintheshipeandI

diddesiertoknowwhereforesoheetouldmeebecaseIdidnotanser

thesentenceoftheCortesoeIaskedhimifthatwasonelyanda

lonethecaseheeseadyeathenIdesierdheewouldgiueitmeesoe

VnderhishandthatIfanyshouldaskemeeImyghthaueittoshew

soeaftersomemorewordsheewenttowritinghimselfeandthen

gaueittohissecetarytowritfeareandthensethisnametoitand

thesecetaryalsoethenthegaueitmeebutitwasnotinthosewords

asweehadspokenIalsoeaskedhimwhattheshipemastershould

doewithmeeheetouldmeeputmeashoreetherinhollandorany-

Wherewheretheshipeputinortothatporposeheespeake

(pp.24-25)
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総督の私室に入ったJohnは,自分を追放する理由を尋ねる。これに対して

総督は,法廷の判決に応じないからである,とのみ答えている。次にJohnは

自分を追放する理由を自筆で書いてくれるように総督に要求している。これに

応じて総督が書いた文書は英語ではなくオランダ語で書かれていたが,ともか

くもこの文書が,この後のJohnの運命に大きく関わってくる。また総督が,

Johnを植民地から追放しようとしているものの,追放先はどこでも良いと考

えている("etherinhollandoranywherewheretheshipeputin")ことも

上の文から読み取れる。総督にとっては,この扱いにくいクエーカー教徒が

NewNetherland植民地から出ていってくれればそれでよく,Johnがその後

どうなろうと,何をしようと興味はないといったところであろう。しかし,

JohnBowneというクエーカー教徒の堅忍不抜さに対するこのような判断の甘

さが,後に総督自身に大きな打撃を与えることになるのである。

Johnの日記からは,彼が一貫して自分と総督とを対等な関係として考え,

それを態度に表わしていることが読み取れる。Stuyvesant総督がJohnを扱

いあぐねているのも,彼のそのような態度のゆえといえよう。しかし,迫害さ

れる者としての恐怖や,信仰を貫くことへの躊躇といった,普通の日記の読者

ならば当然予想するような人間的な弱さは,Johnの日記からはいっさい読み

取れない。日記には信仰の揺らぎを見せるような文章を書かない,というのが

当時のクエーカー教徒に見られる共通した特徴なのか,JohnBowneだけのこ

となのかは今後の研究課題としたい。しかし,病床の妻や何人もの子供たちを

家に残して,自らの信仰の正当性だけを主張して権力者と対略し,数ヶ月に及

ぶ投獄も,この先どうなるかもまったく不明な追放も辞さないJohnの行動は

日記の読者に奇異の念を抱かせてもしかたがないともいえよう。Hawthorne

の"TheGentleBoy"においても,死の床にある娘を捨てて内なる声に従っ

た老クエーカー教徒や,内なる声に従って,幼い息子を残して各地をさまよう

母親が登場する。クエーカー教徒の信仰や行動についてのHawthorneの観察

眼が正確であるとするならば,この短編に登場する狂信的ともいえるクエーカ
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ー教徒と,家族の苦しみや権力者からの迫害にもまったく動じる気配なく信仰

を貫こうとするJohnBowneとは,多分に共通するものがあるのではないだ

ろうか。

1662年12月31日,Johnは船に乗せられてNewNetherland植民地から追

放される。偶然とはいえ,この船の名が,Johnの属する宗派の創始者と同じ

Foxであったことはいかにも皮肉である。彼の日記には,Fox号の出航につ

いて次のように書かれている。

thenonthe3dayoftheweekewhenthepeeplewasredytogoethe

SCOutputmeeinthebottandsoeIwasCariedabordthenthe4th

dayoftheweekebeingthe31stdayofthetenthmonthouldstyle

WeeSetSeallaboutthemidelofthedayandwentouttoseaandfor

nereafortnightweehadforthemostpartveryhardwetherin

whichtimeweehadtoosorestormesoutofwhichthelorddidwon-

derfullydeliuervspresedbeehisnameforeuermore(p.25)

胎に乗せられて追放されるというのに,筆者が実に淡々と事実のみを記して

いることに読者は驚かされる。総督の弾圧に対する憤りを抑えているのではな

く,どうやらそのような感情を抱いていない(あるいは,抱いてはいけないと

思っている)らしいことが,出航直前のJohnと総督とのやりとりから分かる。

("Ihadspokensomethingastomyinoscencytowardsthemandhow

ClereIwasfromdesieringanyhortvntothemoranyreuengevponthem

foranythingthehaddoneagenstmee,"p.25)JohnBowneのクエーカー

信仰の一面をかいま見させる箇所である。また,出港後Fox号は二週間とい

うもの悪天候や嵐にもまれている。そしてJohnが神に感謝しているのは船が

その苦難から脱した後であることも,現代人の眼には奇妙なレトリックとも言

えなくもない。
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悪天候にみまわれて大きく航路をはずれたFox号は,目的地のオランダで

はなくダブリンに入港している。ここでJohnにとって幸いなことが二つ起き

ている。その一つは,アムステルダムに出頭することを条件に,アイルランド

で自由を与えられたことであり,Johnはこの自由を最大限に活用している。

もう一つは,渡航費用の未払い(NewNetherland植民地当局は,Johnを追

放するための船賃をFox号に対して支払うことをせず,Johnも自分が追放さ

れる費用を支払うことを拒否した)のために,船に積んであったJohnの所持

品は船長によって没収されたものの,隠し持っていた書類が没収を免れたこと

である。

アイルランドで自由な行動を許されたJohnは,その地のクエーカー教徒の

援助を得てすぐにイングランドに渡り,クエーカー教徒の家に宿を借りながら

多くの"friends''に会っている。Chesterの近くにある"HouseofCorrec-

tion"には30人ほどのクエーカー教徒が収容されていた,などという記述も

見られるが,総じて彼の日記からは,当時のイングランドにいかに多くのクエ

ーカーが互いに連絡を取りながら散在しているかがうかがわれる。まもなくオ

ランダに渡ったJohnは,ロッテルダムにおいて指導的なクエーカー教徒であ

ったBenjaminForelyという裕福な商人の援助を受ける。オランダ語が話せ

ないJohnにとって,オランダ西インド会社と交渉するにはForelyのような

人物がぜひとも必要であった。

一方,ダブリンでJohnを降ろしたFox号は,そのまま航海を続けオラン

ダに到着した。この船には,Stuyvesant総督がJohnBowneの追放に関tfて

オランダ西インド会社にあてて書いた書簡(1663年1月9日付け。総督が

Johnに渡した文書とは別物)が積まれており,その文書は西インド会社に届

けられた。つまりオランダ西インド会社は,JohnBowne本人が到着するより

先に,NewNetherland植民地におけるStuyvesant総督のクエーカー教徒に

対する処罰の実態を知ることになったのである。この手紙は現存しており,そ

の英訳は以下のようなものである。
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RightHonorable,WorshipfulGentlemen‥

Inourgeneralletterweomittedtorelatethetroublesanddif-

ficultieswhichweandmanyofthegoodinhabitantssometimeago

metwithandarestilldailyexperiencingfromthesectcalled

Quakers...Amongotherswehave,OnaCCOuntOfhistransgressions,

COndemnedoneoftheirprincipalleaders,JohnBowne,inaccordance

withtheplacards,inafineoffl.150inseawan,forthepaymentof

Whichhehasbeennowunderarrestforaboutthreemonths,inspite

Ofwhichheremainsobstinateandcontinuestorefusetopaythe

Same,SOthatwehaveatlastresoIved,Orratherwerecompelled,tO

Sendhimoutoftheprovincebythisship,inthehopethatothers

mighttherebybediscouraged.IfbythismeansnocureorimproveT

mentiswroughtinothers,WeShallagainstourinclinationbecom-

peHedtoproceedagainstsuchpersonsinamoreseveremarlner,for

WhichwefirstandpreviouslysolicityourHonor'swiserandfarther

Seelngjudgment日.(pp.64-65)

この書簡には,JohnBowneというクエLカー教徒を捕えて3カ月間投獄し

ておいたが,態度が改まらず罰金の支払いも拒否したため,「他の者たちを落

胆させるために」("inthehopethatothersmighttherebybediscour-

aged")Johnを植民地から追放したという事実が述べられており,さらに,

このような手段によってもなお異教徒たちの言動に改善が見られぬ場合はより

厳しい処置もやむなしとStuyvesant総督が考えていることが記されている。

総督のこのような方針によほど強い危機感を抱いたらしく,西インド会社はた

だちに総督あてに次のような指示を送っている。(英語訳を記す。)

YourlastletterinformedusthatyouhadbanishedfromtheProv-
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inceandsenthitherbyshipaCertainQuaker,JohnBownebyname:

althoughweheartilydesire,thattheseandothersectariansremained

awayfromthere,yetaStheydonot,Wedoubtverymuch,Whether

WeCanprOCeedagainstthemrlgOrOuSlywithoutdiminishingthe

populationandstoppingimmigration,Whichmustbefavoredataso

tenderstageofthecountry'sexistence.Youmaythereforeshutyour

eyes,atleastnotforcepeople'sconsciences,butalloweveryoneto

havehisownbelief,aSlongashebehavesquietlyandlegally,glVeS

nooffencetohisneighborsanddoesnotopposethegovernment.As

thegovernmentofthiscityhasalwayspractisedthismaximof

moderationandconsequentlyhasoftenhadaconsiderableinfluxof

people,Wedonotdoubt,thatyourProvincetoowouldbebenefitted

byit.(pp.70-71)

1663年4月16日付けのこの書簡には,オランダ西インド会社がNew

Netherland植民地においては人口の増加を最優先事項と判断していることが

はっきり表われている。この植民地はまだ植民の初期の段階であり,人口の減

少をもたらしたり移民を阻害するような政策は避けねばならない。それゆえ,

住民が隣人に危害を加えたり政府に敵対するような行動を取らないかぎりは,

為政者は「目をつむって」彼らに自由に信仰させておくことが望ましい。この

ような理由から,オランダ西インド会社本部はStuyvesant総督に行動を改め

させているのである。

一方JohnBowneは,各地のクエーカー教徒たちに援助を受けながら,同

年4月29日ついにアムステルダムに到着した。その翌日オランダ在住のクエ

Lカー教徒BeITjaminForelyとともに西インド会社本部を訪れたJohnは,文

書で次の二点を要求している。一つは,Fox号の船長によって没収された自

分の所持品の返還であり,もう一つはNewNetherland植民地における信仰
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の自由である。この要求をした後二週間ほど待たされたJohnは,委員会

(committee)から召喚される。委員会の応対は表面的には穏やかなものであ

り,彼らの前に出たJohnは帽子を脱ぐことも強制されない。Johnの要求に

関しても,委員会は,没収された所持品については返却することをその場で約

束している。しかし植民地における信仰の自由については,委員会は注意深く

即答を避けている。

Johnはこの後さらに数日得たされるが,所持品は,彼が渡航費用の支払い

を拒否したために,結局戻ってこないことが明らかになる。手紙による再三の

要求の末,Johnは5月25日に担当の責任者PerkinS卿と会見することができ

たが,Perkins卿は,所持品の件を無視したばかりか,Johnに家族を呼び寄

せてオランダに住むことを勧めている。植民地におけるJohnの自由を保証で

きないというのがその理由だが,Johnは,オランダ西インド会社のDirector

GeneralであったWillemKieftが1645年10月Flushingの住民に与えた特許

状(前出)の写しを渡しつつ,Perkins脚の提案を断固として拒否する。これ

に対してPerkins卿は,Kieftの特許状はクエーカー教徒の存在が広く知られ

る以前に出されたものである,と言い返している。11)JohnとPerkins卿のや

りとりは進展を見せず,やがてJohnはオランダ語で書かれた書類に署名する

ことを求められる。しかしその書類は,英訳してみると,かつてStuyvesant

総督が彼に要求したのと同じ条件を盛り込んだものにすぎなかった。このよう

な対応に答えて書いたJohnの次のような文書には,さすがに怒りに近い感情

が込められていることが読み取れる。

Friends,thepaperdrawnupformetosubscribeIhaveperused

andweighed,anddofindthesamenotaccordingtotheengagement

tomethroughoneofyourmembers,Viz.:Thatheoryouwoulddo

thereinbymeasyouwouldbedoneunto,andnototherwise.For

Whichofyoubeingtakenfromyourwifeandfamily,Withoutjust
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cause,WOuldbeboundfromreturningtothemunlessupontermsto

actcontrarytoyourconscience,anddenyyourfaithandreligion,yet

thisineffectdoyourequlreOfmeandnotless.But,truly,Icannot

thinkthatyoudidinsoberearnesteverthinkIwouldsubscribeto

anysuchthing,itbeingtheverythingforwhichIratherchosefreely

tosufferwantofthecompanyofmydearwifeandchildren,1mprlS-

OnmentOfmyperson,theruinofmyestateinmyabsencethere,and

thelossofmygoodshere,thantoyieldorconsenttosuchanunrea-

SOnablethingasyouherebywouldenjoinmeunto‥.Ihavewithpa-

tienceandmoderationwaitedseveralweeksexpectingjusticefrom

you,butbeholdanadditiontomyoppressioninthemeasureIre-

CelVe.(p.69)

この文書以降の,JohnBowneとPerkins卿の交渉の展開については史料

が残っておらず,Johnの日記から推測することができるだけである。オラン

ダ西インド会社本部は,一方ではStuyvesant総督にあてて植民地での宗教的

迫害をやめるように指示しており,Perkins卿を代表者とする委員会がJohn

に対して取ってきた方針と明らかに矛盾している。この理由としては,John

に対してはあくまで追放された一個人として委員会が粗略に扱っていたことが

考えられる。また,さんざん待たせたあげくに結局放免した形でJohnが

NewNetherland植民地へ帰るのを許可しているところを見ると,ある段階

で西インド会社本部が方針を伝えて,委員会に対応の仕方を変えさせた可能性

もある。

ともかくJohnBowneは5月30日,アムステルダムを離れることを許可さ

れている。しかし使命感からであろうか,Johnはすぐにはヨーロッパから去

ろうとせず,各地のクエーカー教徒を訪問している。オランダ国内だけでも

Leyden,Delf,Rotterdamを回り,イングランドに渡ってからは,London,
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Matlock,Nottinghamを訪れたことが日記に記されている。そしていよいよ

Falmouthから帰路についたのであるが,船が大きく南寄りの航路を取ったた

めに,彼がNewNetherland植民地に戻ったのはアムステjt/ダムを出発して

から10カ月後の,1664年3月30日であった。家族との再会の場面をJohnは

日記に次のように書いている。

the30thdayinthemarningweearued[arrived]attnewamsterdam

andthesamedayICametomyOwnehousebeingthefirsthouseI

enteredintoointheContriewhereIfoundmyfamylieingoodhelth

preses[praises]tothelordforeuer(p.39)

NewAmsterdamに着いたJohnは,さすがに真っ先に自宅に戻っている。

かつてStuyvesant総督の部下によって引き離された際には病身だった妻

Hannahも子供も健康であった。実に一年半ぶりの再会であり,全員が無事だ

ったことの喜びを,Johnはいかにも彼らしく神への感謝という形で表現して

いる。またStuyvesant総督も,オランダ西インド会社の指示に従って宗教的

迫害をやめていた。路上で偶然Johnと再会した時の総督の様子を描写した,

次のような文が残っている。

SometimeafterhisReturn,theGovernOurmeetinghiminthe

Street,Seemedashamedofwhathehaddone,andtoldhim,hewas

gladtoseehimsafeHomeagain,andthathehopedheshouldnever

dosoanymoretoanyofhisFriends.12)

Johnの日記にはこのような再会の場面は書かれておらず,「総督は自分の行

為を恥じているように見えた」などという描写も,JohnBowneを英雄視する

あまりのフィクションである疑いも消えない。また,地元のFlushing地区で
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現在たびたび使われている,NewNetherland植民地における信仰の自由を

Johnが為政者から勝ち取った,というような表現も正確とはいえないだろう。

たしかにStuyvesant総督は宗教的迫害をやめたが,それはJohnBowneの主

張によってではなく,Johnの追放を機に,オランダ西インド会社が植民地で

の迫害の実態を知り,当面の目的にそぐわないと判断して迫害をやめさせたか

らにすぎないのである。

西インド会社は植民地の人口を増加させることを優先事項と判断していたわ

けであるが,実際には彼らの予想を上回る形で事態は進展していく。Johnが

戻ってわずか5カ月後の1664年8月,NewNetherland植民地はRichard

Nichollsに率いられたイギリス軍の侵攻を受ける。そして翌月には,

Stuyvesant総督がほとんど何の抵抗も試みることができぬままに,オランダ

は植民地の支配権をイギリスに明け渡すことを余儀なくされたのである。こう

して38年間続いたオランダによる支配は終わりを告げた。これとともにNew

Netherlandという名称は消滅し,この植民地はYork公にちなんでNew

Yorkと命名されたのである。(1673年にオランダが奪回LNewOrangeと命

名したが,それもわずか半年で終わった。)

このように政治的には激動の時代であったが,そこに住む住民は比較的平穏

に暮らしていたようである。イギリスの植民地NewYorkの総督となった

Nichollsは,オランダ系移民に対しても寛容に接し,1666年2月には信仰の

自由を認めたかつての"Flushingpatent"を確認している。またEdmund

Andros総督の統治下の1678年には,この植民地にはおよそ20の宗派の教会

が数えられている。JohnBowneとHannah夫妻のその後を見てみよう。

Johnの日記によれば,彼はこの植民地に戻ってきた後もう一度イギリスへ渡

っている。今度はHannahも一緒であった。この夫婦はロンドンに着くと

別々に行動しており,Hannahの方は,クエーカーの創始者GeorgeFoxが彼

女のために書いた次のような紹介状を携えての旅であった。
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Mydearfriends,yOumayaSSistHannahBowneinherjourneyand

helpheforwardthither;forshecamefromLongIslandinNewEng-

1andtoseemeandfriends….Idesiretheeandsomeofyour

WOman'smeetingtoassistHannahBownewhenshegoesbeyondthe

seaforsheisanhonestwomanandIknowherwe11.

8m0.18day1675GeorgeFox

(p.73)

この伝道旅行中にHannahは死ぬ。妻の死について,Johnの日記の記述は

驚くほど短い。

MydearlybelouedwifehannahBowneleaiddowneheirbodieattthe

houseofJoandMaryEIsoninlondonthe2ddayofye12thmonth

1677

JohnBowne

(p.17)

Johnはこの後も伝道旅行を続けている。クエーカー教徒の最も重要な仕事

は,使徒としての自覚を持ち,各地をまわって「永遠の福音」を説く伝道活動

であるとされており,13)HannahもJohnもこの教えを忠実に守ったといえよ

う。JohnBowneは1695年にFlushingで死んでいる。彼の死後Bowne

Houseは,その時点で生存していた最年長の息子Samuelに受け継がれた。

BowneHouseにはその後もBowne家の子孫が住み続けたが,1945年には

TheBowneHouseHistoricalSocietyによって買い取られ,現在は初期のク

エーカー教徒の生活をしのばせる記念館として保存されている。Johnと

Hannahが信仰を守り通した舞台となったこの建物のまわりには,アジア系移

民が大部分を占める高層アパートが立ち並び,昔日の面影はない。これがかつ
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てNewNetherland植民地であったFlushingの現在の姿であり,この地区は,

Manhattan島の経済発展の波を今後も受け続けるだろう。
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